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Ⅰ.ろうきんの過去と現在

1.生い立ち 2.東北労働金庫と全国労金の現状

3.ろうきんと銀行の違い

Ⅱ.ろうきんの現在と未来（めざすもの）
1.生活応援運動の展開 2.社会貢献活動

3.共生社会の実現 4.ＳＤＧｓとろうきん

Ⅲ.まとめ

「ろうきん」って、知ってますか？

生い立ち、現状、そして《めざすもの》は何か！
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それなら、自分たちで働く
人のための金融機関を
作ろう！

こうして、生活が困窮・限界の下で、自らの手で自らの生活を防衛
する必要性を肌身に感じた労働者・生協・労働組合が、お金(出資金)
を出し合って作ったのが「労働金庫」です。

Ⅰ.ろうきんの過去と現在
1.生い立ち①

戦後（1947年から1949年頃）、はたらく人たちは、食糧不足、物資
不足、住宅にも困るという大変な生活苦にありましたが、企業優先の
銀行に頼ることもできず、高利貸しや質屋に頼る状況でした。
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「一人は万人のために万人は一人のために」
ろうきんは生まれました。

Ⅰ.ろうきんの過去と現在
1.生い立ち②

〇1950年に岡山県と兵庫県に誕生し、それからわずか５年間に46都道府県
に設立され、1966年に沖縄県に設立され全国47都道府県すべてにろうきん
が設立されました。

○１９５２年１１月、山形県に設立されました。

＜信用組合山形県労働金庫＞

○1953年には、根拠法となる労働金庫法が定められました。

○２００３年１０月には、５０年の歳月を経て東北６県のろうきんが
一つになり東北労働金庫が誕生しました。

○現在は、全国に13の労働金庫があります。

※ 生協・農協・労働組合等 共通のスローガン
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東北労働金庫 全国の１３労働金庫

２兆３,０１４億円
預 金

（譲渡性預金を含む）
２２兆９,５９７億円

１兆３,５９２億円 融 資 １５兆２,９０５億円

１,１０１人 常勤役職員数 １１,２１１人

５,３６７会員 団体会員数 ４８,５２３会員

８２２,９００人 間接構成員数 １１,８２０,９０９人

８４億円 出資金 ９６９億円

９.４０％ 自己資本比率 ９.５１％

３９億円 純利益 ３２０億円

６９店舗
（ローンセンター泉、

インターネット東北支店を含む）

店舗数 ６０５店舗

（２０２3年３月３１日現在）

Ⅰ.ろうきんの過去と現在
2.東北労働金庫と全国労金の現状
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Ⅰ.ろうきんの過去と現在
3.ろうきんと銀行の違い
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」

「生活応援運動」とは？

生活応援運動の「3本柱」

ライフプランに
役立つ〈ろうき
ん〉の商品・
サービスを協働
して提案します。

多重債務などを
未然に防ぐ取り
組みを協働して
展開します。

会員（労働組合等）と〈ろうきん〉が力
を合わせて、はたらく人の生活を守り、
改善していく取組みです。

二
人
三
脚

生活応援運動の「3本柱」

「生活設計」

「生活改善」

「生活防衛」

組合員

堅実なライフプラン

の形成

生
活
設
計

生
活
改
善

生
活
防
衛

労働組合

借換えなど、家
計の返済負担を
減らす取り組み
を協働して展開
します。

Ⅱ.ろうきんの現在と未来（めざすもの）
1.生活応援運動の展開
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①ろうきんの便利なサービス ATMお引き出し手数料実質0円
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②ろうきんで考えるライフプラン
あなたの生活（いま）と生活設計（みらい）を応援します。
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○民法では未成年者が親権者の同意
を得ずに契約した場合、原則として契
約を取り消すことができますが（未成
年者取消権）、成人となる、18歳、19歳
はこの対象外となります。 https://all.rokin.or.jp/money_literacy//

○ひとり暮らしの家
を借りたり、ローンを
組んだり、クレジット
カードを申込んだ
り・・・

○契約に関する正しい
知識や相手に押し切ら
れない力、断る勇気を
身につけましょう。

○2022年4月、民法
改正により成年年齢
が20歳から18歳に引
き下げられました。



Ⅱ.ろうきんの現在と未来（めざすもの）
2. 社会貢献活動

④義援金振込口座への

振込手数料の免除対応

①低金利の「災害救援ローン」の取扱い

生活再建および復旧・復興支援

９,１７０件 約７０２億円(2023年3月末現在)

②復興支援・社会貢献団体
助成金制度の取組み

2012年度スタート

毎年度30万円×10団体

③二重ローン問題への対応

相談会の開催、店舗での相談受付

⑤震災遺児進学支援金の取組み

あしなが育英会「東日本大地震・
津波遺児募金」を受付

（1）東日本大震災支援活動
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現在、学校進学の際利用
した「奨学金」について、
利用者の返済が困難になっ
ていることが大きな社会問
題になっています。

そこで、返済負担を軽減
するため、奨学金の返済プ
ランの見直しができる低金
利の「奨学金借換え融資制
度教育ローン Yo･Ri･So･I
〈よりそい〉」を取扱って
ます。
（注）ﾁﾗｼの金利は、2023年10月1日現在です。

Ⅱ.ろうきんの現在と未来（めざすもの）
2. 社会貢献活動

（2）奨学金借換え融資制度
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ふれ愛預金は、地域の社会
福祉施設等の支援を目的とし、
お預かりした定期預金の店頭
表示金利から30％を減じた金
利に設定し、その差による利
息相当分に当金庫からの拠出
金を加算した額を東北６県の
福祉団体・福祉施設・ＮＰＯ
団体に寄付しています。

2023年度は東北6県で51団体
に500万円（累計502団体、
4,674万円）を贈呈しました。
うち、山形県内は15団体に

対し84万円（山形県労働金庫
時代からの県内寄付累計655団
体8,705万円）を寄付しました。

Ⅱ.ろうきんの現在と未来（めざすもの）
2. 社会貢献活動（3）社会貢献目的定期預金＜ふれ愛預金＞
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自治体提携融資制度
（勤労者への生活応援ローン）

県内全ての３５自治体と
ろうきんが提携して行う
融資制度です。
自治体よりお預かりする
「預託金」をベースに低
利な融資を提供する、勤
労者の生活支援が目的で
す。

ふるさと奨学ローン
利子補給制度

ローン対象の方が卒業後
山形県内に就職・就業し
た場合、それ以降の利子
に対して最長１０年間
元金３００万円を限度に、
年２.０％が山形県勤労
者育成教育基金協会より
補給される制度です。

Ⅱ.ろうきんの現在と未来（めざすもの）
2. 社会貢献活動（4）山形県本部の取組み
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ろうきんの理念は、
➀ろうきんの基本姿勢、②目的、③組織、④運営の４つで構成

ろうきんの理念

ろうきんは、働く人の夢と共感を創造する協同組織の福祉金融機関です。

ろうきんは、会員が行う経済・福祉・環境および文化にかかわる活動を促進し、

人々が喜びをもって共生できる社会の実現に寄与することを目的とします。

ろうきんは、働く人の団体、広く市民の参加による団体を会員とし、

そのネットワークによって成り立っています。

会員は、平等の立場でろうきんの運営に参画し、運動と事業の発展に努めます。

ろうきんは、誠実・公正および公開を旨とし、

健全経営に徹して会員の信頼に応えます。

Ⅱ.ろうきんの現在と未来（めざすもの）
3. 共生社会の実現 ～これまでも そして、これからも～
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東北ろうきんは、「人々が喜びをもっ
て共生できる社会の実現に寄与する」
と定めた「ろうきんの理念」を実現す
るため、地域社会を構成する企業市民
として、地域貢献活動や地域・社会に
より良い資金を循環させる活動を行っ
ています。
ＳＤＧSのスローガンである“誰一人

取り残さない”やすべての人々が必要
な金融サービスにアクセスでき利用で
きる状況をめざす「金融包摂」の考え
方は、ろうきんの設立経過や「ろうき
ん理念」、「ろうきんビジョン」とも
合致するもので、これまでの活動のさ
らなる強化・徹底を通して、ＳＤＧS

目標の達成に貢献してまいります。

Ⅱ.ろうきんの現在と未来（めざすもの）
4. ＳＤＧSとろうきん①

ＳＤＧS（持続可能な開発目標）と
東北ろうきんの取組み
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Ⅱ.ろうきんの現在と未来（めざすもの）
4. ＳＤＧSとろうきん②

ＳＤＧS達成のため〈ろうきん〉
が取組むこと

①働く人の暮らしを徹底サポート、
社会的に弱い立場にある勤労者へ
の金融アクセスを拡大します。

②社会や環境に配慮したＥＳＧ投資
を通じて「意思のあるお金」の流
れを創り出します。

③労働組合や他の協同組合・ＮＰＯ
などとのネットワークを生かし、
人と人、人と地域をつないで「共
生社会」の実現に貢献します。

④ＳＤＧS達成の取組みを支える
基盤づくりとして、「労働金庫に
ふさわしい組織風土の確立」に取
組みます。
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おかげさまで

2023年10月1日に20周年を迎えました!

時代や環境、社会が変わっても皆様の幸せ
に役立つ福祉金融機関の役割を発揮します。



東北ろうきん20周年記念事業

「大学生ボランティア活動向け」助成金制度

未来へのタスキ
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①助成対象団体
東北6県の4年制大学でボランティア

活動や社会貢献活動等を行っている団
体・サークル
②１団体あたりの助成金額
最大10万円（1,000円単位、申告制）

③資金使途
ボランティア活動に係る費用

④助成期間
3年間の継続支援

募集は終了しております。



Ⅲ. まとめ
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